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１ 反応速度係数（Rate coefficients），反応定数，速度定数（Rate constant）などともいう．
図２ NISTの ASD［４］の Lineの中で，Dynamic Plotsオプショ
ンのSaha-LTESpectrumを選択した場合に作成される，熱
平衡時のスペクトルで，C IVの例（１－２０００Å）を示す．電
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図３ NISTの ASD［４］の Lineのなかで作成したグロトリアン図の例として，C IVを示す．縦軸はエネルギーで，励起状態のエネルギー準





図４ NISTの ASD［４］の Levelsで，W LXX（W６９＋）を検索した結果．基底状態，励起状態の電子配置（Configuration），LS多重項
（Term），全角運動量量子数 J，エネルギーレベル（cm－1；＋xは計算値に不定性があることを示す），混合の割合（％）で，他の項
が混ざっているときは，２番目に大きいものも表示．












































































































クスで選択して（その際，デフォルトのAll Data List の
チェックをはずす必要がある），「Numerical Data Tables
or Graphs」を選択して「Display」をクリックすると，図８
























































































































































































































［３］Standard Reference Data, http://www.nist.gov/srd/
［４］Atomic Spectra Database, ver.4, http://www.nist.gov/
pml/data/asd.cfm
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